
内 村 鑑 三 記 念 

キ リ ス ト 教 講 演 会 
 
日 時   2022 年３月 13 日（日） 午後 1時 30 分より 

場 所   名古屋市市政資料館 （第 3集会室） 
   （℡：052-953-0051） 
演題・講師         司会：三 浦 繁 則 
  「信仰とは」 
             浪 川 幸 彦 
  「内村鑑三とその継承者の教育思想 

－南原・矢内原を中心に－」 
   安 彦 忠 彦 

 
会 費   1,0 0 0 円（学生 5 0 0 円） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
会 場  地下鉄名城線市役所駅（２番出口）から東へ歩いて約 8分 
 
実 施 現在のところ本年は講演会を実施する方針ですが，開催当日を
含む期間名古屋市に緊急事態宣言（蔓延防止等重点措置ではありません）
が発出実施されている場合には開催を中止します。 
 
お願い 参加予定の方は，お手数ですが，前日までに浪川までその旨御
連絡下さい。予定が変更される場合には当方より御連絡申し上げます： 
   電子メール：namikawa@sugiyama-u.ac.jp 
   電 話 ： 052-808-3245（不在の場合は留守電に） 
 

主 催：名古屋聖書研究会 

 ３年ぶりの開催です。本年は名古屋大学名誉教授で、教育学がご専門の
安彦忠彦氏をお迎えし、お話を伺います。同氏は教育学者として研究と教
育に従事し、中央教育審議会委員も務められ、一貫してキリスト者として
教育と如何に関わるかを考え続けておられます。近著に『教育史の中の内
村鑑三』『自己評価のすすめ』等。現在家庭集会の他、今井館教友会理事等。 


